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何もかも最新すくめといったニューヨークからロン

ドン北飛行場に降りたった時には､予想はしていたも

ののその古めかしさに先ず-鷺を興した｡そして後3

週間｡英国の国民性というか､古い革袋に新しい酒を

盛る式の､悪くいえば玉名泥流の博物館の実態をまざ
まざと見せつけられて来た｡特に､その百年でも待と

うという辛弛強さには全く恐れ入ってしまった｡第-

に英田朗勿舘協会で創立は1800年末というから恐ら

く世界でも最古の協会の一つであろう｡これが今でも

4軒長屋(といっても四階建)の地下室と一階を間借

りしていて全然貧乏くさい｡職員も専任の男子は

書記長のナイチンゲール氏だけ｡後は女子でこれ

が汚,短､エプロン(前掛といった万がぴったりす

るようなやぼったいもの)に両手を謄写版のイン

キでうす無くして一枚一枚すっている姿は､これ

があのがっちりした組織を持つ協会の事務所かと

足が急に重くなったくらいである｡ところが､実

際の仕轟は､例の学芸員の検定試験とその資格の

附写､技術員の検定とその証明書の発行-これが

英国での博物館-の就職と､昇給昇格の必須条件
になっている.//-とこれに必要な講習会を長年

に亘って水も漏らさぬ完蟹振りでやっているので

ある｡しかもカーネギー財団からの寄附があった

からとはいえ､上述の研修費は協会から会員の博

物舘-補助金として出しているという充実振りで

ある｡なお国の内外の研修費も年10名ぐらい出し

ているという具合で　この方面ではあの金持国の

米田博物館協会など足下にも及ばない｡つまり世

界の最前線を悠々と独走しているのである｡学芸

貝用の図書も十教柵を既に発行し､

博物館一覧､博物館用参考文献図書
一覧など次々に必要な書物もつくっ

ているというところあたり､議論の

独走する日本とは正に反対-という

よりすべて実際に役立つところまで

辛抱強く頑張り抜いている姿には正
直なところ文句なしに頭が下るo

英国といえはプリティシユ博物続

が何といっても第-にあげられる

が､これまた古色蒼然､例のロンド

ンの霧と煤煙の中に薄黒くかすんで

建っているところなど､この中に世

界の穂宝や文化の発詩に関する第一

級の証拠品が目白押しに収蔵されて
いるなどとは到底思えない｡ところ

が一歩足を踏み入れると､エジプト
ーギリン1･-ローマの各時代に亘っ

ての国宝というより世界宝がことも

なげにさらりと展示してある｡これ

を米国の､たとえばボストンの美術

舘などに較べて見ると､後者がいわば残り物
を後生大事に集めて､仰々しく宝物扱いにし

ているのに対して､溜飲の下る思いである｡

しかし戦火の生々しさは末だ消えやらず､同

じプリティシユ博物舘の自然物関係の方では
_サウスケンシソトンにあり場所も建物も別

-2階の醐勿部は米だ復旧ならず閉鎖したま

ゝである｡戦火といえば現在ブリティシ-博物館の倉

庫は全部､防空壕だったとかで･地下3階の物凄いが
っちりしたもの､もちろん一通りの温湿慶調節装置の

他に防睦装握が特に工夫されてついている｡地下倉庫
を2時間ほど引きまわされてへと-とになったことも
羨しきとともに､今でも思い出になっている｡ところ
でこのプリチッシニ博物館は何と国会直結で格は各省
並みであり､運営委員会は王室代表と国会代表ででき
ており､予算や人事は直接国会で決めるといった破格
-日本から見れば-の高い位置であり､年間数十億の

経営費を悠々と使っていることも成程と思える｡しか
し文部省配当のものもないことはないoビクトリ
ャ.ァルバ･-卜博物館と科学博物鯨がそれであ
る｡この二つはさすがに教育活動については熱心

であり､咲示についても､米国のそれにくらべて

決して劣らない｡例えば写真の青銅像はビクトリ
辛.ァルバート舘の一つのポールのそれである

が､ゆったりと十分な空間の中に､見事な照明に

ょって影と本物の対比からイメージを躍動させて
いる｡教育活動といえばこれに最も縁の遠いの
か大学付属博物純なの補職であるし､伝統をほ
ころ英国の特にケンプリヅヂと並んでその偉業を

天下に轟かせているオックスフォードなどその尤
なるものかと思ったら､とんでもない間違いだっ
たのに､これまた驚いた｡アッシュモレアレ美術館

で美術系統の学生が美術館の像を写生している｡
このように古くて薪らしく､新しくて古い○わか
ったかわからないのか､わからないようなこの言

葉がつまり英国の博物館の実態である｡そしてそ
の底に擬でもくぢけない､執抑な程の耐久力と実
行力が地球の中心までつながっているかと思うほ
どがっちり生きている｡ (国立自然教育園次長)
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立山･剣岳の開山

広　　瀬　　　　誠

日本アルプスがちらりと現われる最初の文献は日本書

紀である｡日本武尊､ (やまとたけるのみこと)が東国

を討伐されての帰途､碓日峠(うすいとうげ)に立って

亡き妻弟椿姫(おとたちはなひめ)を偲び｢あづまは

や./｣と欺かれたというのは有名な話だが､ここで隊を

わから､吉備武彦(きびのたけひこ)の軍勢を越ノ国に

通わされ､尊は信濃に入り､けわしい山々谷々を越えて

美濃に入り､ここで吉備武彦と落ち合われたという｡武

彦は越後･越中をまわり飛覇を縦断して美濃に出たので

あろう｡もちろん日本語紀の記事には問題が多く､これ

をそのまま史実とすることは許されないが､大和朝廷の

日本統一事業が信濃･越後･越中･飛嗣･実根-つまり

日本アルプスをめぐる国々に及んだ事実を伝えているも

のと見ればいい｡ 『この国は山高く谷幽(ふか)くして

翠(あお)き嶺万垂(よろづえ)なり､大枚つかひても

升(のば)り難し､厳険しく櫛壬(さかめぐ)れり』と

いう記述に日本アルプスの面影が結っているのをうれし

く思う｡当時の大和朝廷の武人たちの違しい胸には､玉

の首飾りがゆらゆらとゆれていたであろう｡飾り玉の中

にはビスイの曲玉(まがたま)がひときわ美しく光って

いたであろう｡このビスイこそは､姫川の支流小滝用の

谷あいに産するもの-いわば日本アルプスの山色のし

たたりなのである｡日本でビスイを産するのはここ一ヶ

所で､これが古代の国宝の原石となっていたことが最近

考古学によって明らかにされている｡万年雪の雪どけ水

が白泡を吹いて奔騰し､深く淀んで深緑に凝る｡その谷

あいからビスイが生れたのである｡古代叙事詩とビスイ

の玉と北アルプスのとりあわせは夢よりも美しい｡日本

アルプスに関する二番目の文献は万葉集である｡天平19

年(747)大伴家持(おおとものやかもち)･同池主(い

けぬし)の作った立山駅と題する長短歌6首がそれであ

る｡家持は翌20年にも立山と早月川をとりあわせた短歌
一首を作っている｡日本書紀では漠然とした日本アルプ

スの面影にすぎなかったのが､ここでは山名もはっきり

として､立山の威容が具体的に歌われている｡

現在タテヤマと呼ぶが､古代にはタチヤマと呼んでい

たことは､万葉集の表記によって明らかである｡壁のよ

うに切り立ち､そびえたつ山脈という憲味でタチヤマと

呼ばれたのであろう｡伝説によると､立山の開かれたの

は大宝年間(701-704)となっている｡つまり万葉集の

立山賦以前となっているが､これは社寺縁起類にありが

ちの誇張で､史家は承認しない｡高橋文太郎さんはかつ

て､高山の信仰には二つの型があることを指摘されて､
一つは御岳･白山･立山のように登揺する流儀､いま一

つは白馬や笠のように登ることを忌む流儀であると説か

れた｡しかし古くは､どの高山も遥拝するだけで､登る

矢疲如来　左胸の矢庇に注意

ことを恐れたのだ､それが修験道の発達につれて登拝信

仰に変って来た｡近代まで禁登の山だったのは､宗教的

開山の機会がなくて､いわば山岳信仰の発達から取りの

こされた山であったのだ｡富士山も万葉集では｢飛ぶ蔦

も飛びも上らず｣として､近づく著なき神聖さを歌われ

ている｡立山もこれと同じで､皇制(すめがみ)のうし

ぼきいます山-神の蛭として畏敬されている｡

当時の人跡未踏の立両ま､どんなに原始的で､どんな

に奥深かったことだろう｡ -想像してみるだけで､何

だか気が遠くなる｡伝説によると片見川の傍に居館を構

えていた越中固守､佐伯有若(さえぎありわか)が､逃

げた白鷹のあとを追って､情願寺谷から山に入り､熊に

出合ってこれを射った｡熊の血のあとをつけて高い山に

登ってしまった｡熊と思ったのは実は阿弥陀如来で､仏

の勅によって有若は立山を開いた｡この有若が慈興上人

であると｡ (別の伝えによると有若の子有顔(ありよの

ということになっている｡ )立山では矢癖如来(やきず

によらい)といって胸に穴のある仏像が配られている

が､それにはこうしたいわれがあるのである｡佐伯有若
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という人物が平安初期に実在したことは､延喜5年(905)

の隋心院文書に『越中守従五位下佐伯栢弥有若』という

レヅキとした署名があるので､擬うことはできないが､

有若またはその子布類が立山を開いたということを謹明

する史料は､残念ながら全然ない｡しかし慈興上人を開

視と仰ぐ佐伯一族が､立山山擬声輪(あしく　ら)に住

み､古くから立山を宗教的に支配して来たことは､厳然

たる事実である｡

万葉集の立山駅には『立山の帯はさる片只)冊と歌わ

れている｡万葉学者たちは｢立山なら常願寺川を持って

来るべきだ､片見川は合点がいかぬ｣と首をかしげてい

る｡しかし立山開山縁起に､固守有若の館が片貝liiの傍

にあったと伝えられているのだから苦組ませる片貝川』

でいいのである｡佐伯一族ははじめ片貝川の鯨こ住んで

立山を遥拝していたのだ｡そして遊持信仰から融羊信仰

に進むとき常願寺Iii-移住した｡だから片貝川は立山の

神様の故郷だといわれ､立山に参詣するときには片貝川

の小石を持参すると神様が喜ばれるといって､つい最近

まで小石を奉献する風智があったのである｡芦輸こは佐

伯氏と志鵬(したか)氏とが住んでいるか､志鷹氏は先

住民で､佐伯氏が封駕氏を征服して住みついたものだと

いうことは､史的に読明されている｡白鷹のあとを追う

という伝説の趣向には､志願氏を征服した史的記憶が反

映しておりはせんか｡夢物語のような開山伝説にも､あ

んがいシソカリした事実の骨がある｡この白鷹は万葉集

にもひっかかりがある､大伴家持の大切にしていた臆が

逃げ､いくら探してもみつからない､欺いていると､夢

に乙女が現われて､鷹はきつと近日中に戻って来ますと

慰さめてくれた｡家持はこれを物語詩ふうの長大な長歌

に作っている｡佐伯一族の立山開山の体験が､伝承化

し､神話化して行く際に､この万葉集がとり入れられた

のであろう｡云い換えると､万葉歌が触媒となって開山

神話が成立したのであろう｡立山縁起と万葉集とがこっ

そり結びついているのには､わけがある｡奈良朝の詔勅

では大伴･佐伯と並べられ､家持自身の歌にも『大伴と

佐伯の氏』と並称して歌われている｡両氏は深い親近感

で結ばれていたのである｡おまけに家持も有若も越中固

守であった｡こうした歴史的事情のもとに立山辰説は形

造られて来たのである｡

タチヤマが山脈総称であったことは､ほぼ確実だが､

神の座として遥拝する場合には､やはり神のいます地点
-主峰というものが考えられたであろう｡剣岳がそれ

だったろうというのが相当有力な説で､深田久弥さんな

ども同じ説である｡立山崇拝の発生地が片貝川であった

点から考えても､剣岳が有力であろう｡剣岳は容易に登

れなかったので､雄山に社殿を築き､しまいに雄山が立

山の名を独占したのであろう｡やがて立山と剣岳とは信

仰が分化して､立山は芦崎を根拠地とする台渚系､剣岳

は大岩(おおいわ)を根拠地とする東密系になってい

く｡大岩には岩壁を刻んだ平安時代作の不動明王の巨像

があって旧国宝である｡剣岳は登撃不可能な山とされ､

弘法大師がワラジ千足をついやしても登れなかったとい

う伝説もあるが､実際には相当古く登った修行者があっ

たことは､頂上で発

見された造物からみ

ても確実だ｡明治40

年7月人跡未踏と信

ぜられた剣頂上をき

わめた紫崎測量官が

錫杖頭と槍穂を発見

した｡錫杖頭はシナ

轟門洞窟仏像のもの

と似ているといわ

れ､唐時代の作が伝

来したものかといわ

れている｡錫を接里作

年代がそのまま登頂

年代とはいえない
お､その古きから考

えると平安時代には

もう登られていたと
針ノ木岳より剣岳

見ていい｡つまり立

山開山と同じ頃に登頂されたのだ｡

私は想像する｡遥かに剣岳を仰ぎみて感激した-修行

者が登頂を発願した｡ (笠岳から槍ヶ岳を望んで登頂を

決意した播隆上人のように)彼は大陸渡来の秘愛の錫杖

をにぎりしめて険しい岩稜をよじのぼり難難事昔した｡

いくたびか失敗したが､ひるまづついに成功した｡彼は

山頂でゴマを焚いて法を修め､深い感激をこめて錫杖を

山頂にとどめて来た｡ (アルパータの頂にピッケルをと

どめて来た近代登山家のように)と｡

芦蛸の人たちが布教に力を入れたので､立山信仰は全

国に弦がったが､真言宗の剣岳の信者たちはひそかに修

行を積むだけで宣伝はしなかった｡剣岳はそのまま不動

明王と仰がれたが､神道風にいうと手力男(たぢからの

お)神で､刀尾(たちお)天神とも称された｡信州戸隠

山も手力男神を配る霊山だが､その御正体は九頭電(く

ずりゆう)で､九つの頭を戸隠の雌々に載せ､尾は越中

剣岳を七捲き半まいているという伝承がある｡

すると胴体は五轟岳あたりに載つかっていることにな

ろうか｡剣岳から激しい勢で流れ落ちる谷川が早月川一

万葉集に｢たち山の雪し釆らしも延概の川の渡り瀬あぶ
みつかすも｣と歌わ点した-ヒツキIIlである｡この谷あい

から巨大な隕鉄が発見された｡明治35年榎本武揚がこれ

に日をつけ､この鉄で刀をきたえ､流星刀と名づけて､

時の皇太子嘉仁耕土(後の大正天皇)に献上した｡頭が

八つあって､八田八谷にまたがる八岐大蛇(やまたのお

ろち)の尼から天韮雲剣(あめのむらくも)が出現した

という神話は有名だが､これは頭が九つあって戸隠山か

ら創動こまたがる巨竜のその尾にあたる岩から霊剣が出

現したという近代の神話だ｡その偶然の一致がゆかいで

ある｡轟はアギトに玉をもっているといわれる｡尾に星

鉄を蔵していたこの巨竜が､アキトに帯びているのはど

んな玉だろう｡日本アルプス北端小滝川のヒスイこそ､

この竜の凧玉として最もふさわしいではないか､と私は

ひそかに思うのである｡　　(富山県立図書舘員)
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〟いいわね､山小屋で二ケ月も生活できるなんて〝私

をとりまく友人は皆山の好きな者はつかり､夏の小屋番

生活を羨望されながら､二ケ月間に必要なものを最少隈

にまとめ､ザックにつめて､又今年も七倉の尾根をあえ

ぎつつ登った｡五貫に満たない荷物に閉口している私

に､八貫も九貫も背負ってポッカを手伝ってくれた山の

仲間たちは､笑いながら気合を入れてくれた｡彼等の友

情に気を良くした私はどうにか舟窪小屋までパテ+.にた

どりついた｢これから二ケ月お世話になります｣ ､雪圧

により谷側へ煩いてしまった小屋に感がい深くあいさつ

をした｡小畳は快よく私にうなずいてくれた｡大岡が吹

け雷ふっとんでしまいそうな小ちやな小屋｡童話の中の

小人たちがすんでいそうな小量｡とってもあわれな小屋

だ｡しかしこの小量に住んで足かけ4年､何んとも形容

し得ない深い深い愛着が私の心をとりこにしてしまった

のた｡今年の夏山は7月はじめに雨が多く､ 8

月中旬台風があったため､あまり恵まれた山で

はなかったけれど､山を謀って訪れる登山者は

例年と変らないくらい多かったようである｡マ

スコミによる影響から､ブームとまでいあれて

いる山登りではあるが､それを憂いている登山

者も数多くいる､舟窪を訪れてくれる人は､人

の多い山を敬遠し静かな山旅を求めて､山を味

わっているといったような人が多い｡

舟窪というところは後立縦走が針ノ木で終

り､裏銀が烏帽子から始まっているので､ちよ

うどその中間にあたるため一般の登山者には余

り知られていないコースである｡そんな関係か

らここを通る登山者はきわめて少なく､小屋え

宿泊する人も少ない｡もつと宣伝して客を集め

なければ経営が赤字になりますよ､とお客さん

によく云われるけれど､経営というものが営利

のみを目的とするものであるとすれば､舟窪小屋にそれ

を求めることはできない｡山小屋にすんで訪れる登山者

を快よく迎え､一夜の憩を与えることができたなら､そ

れで充分なのである｡ 8月始め庭のダケカバの葉がきら

きら輝やいて空は青くすんでいた｡昼寝にまどろんでい

た私の耳に､素晴しいヨーデルが聞えて来た｢オィ､ヤ

ンキーが来たそ､すげえな今のヨーデル｣ ､ S君とK君

はおおはしゃぎ､私はとっさに困ってしまった｡英語と

きてはアイアム･ツーリー位しか知らない自分が今さら

のようにうらめしくなってきた､ところが彼は小屋に入

るなり｢オ茶ヲクダサイ｣となめらかな日本語で注文し

てくれた｡彼はチャック･ボーデンさんというアメリカ

人だった｡チャックとはエリザベスをリズと呼ぶような

変話だという､北アルプスもほとんど歩いており､鈴蘭

中堅の福島氏とは親戚ですかときかれたときはいささか

びっくりした｡もう中年であるようだがまだ独身である

とのこと､ S君がお一人暮しも大変でしょうとお世辞と

も何んともいえないようなことを聞いたら｢ヤ

マカ恋人デス｣と笑いながら答えてくれた｡夕

食は何んにしまうと大変迷ったけれど､私たち

が一番街諒とするところのアザミの天井を作る

事にした｡スト-ヴでシャジャーとやっている

とボーデンさんがのぞきに来て｢テンプラ､私

ダイスキデス｣といって喜んでいる､針ノ木か

らボーデンさんと一緒だった女の人のパーティ

ーから山小屋でこんな豪華な食事ははじめてで

すとおはめの言葉をいただいた｡彼は天ぷらを

たくさんおかわりして食べてくれた､夜はアメ

リカの話をきいた｡楽しい一夜だった｡次の朝､

昼食にはおにぎりをやろうとしたら｢ライスボ
ール､食ベラレマセン｣とあっさりことわられ

てしまった｡次のコースは,烏帽子から栗沢を経

て燕え行くとのこと小屋の前で写真を写し｢楽

シカツタデス､アリガトウ｣と手を振って発つ

ていった｡アザミの天捕まその後大変好評であった｡

私の所属している会のバースデイ･パーティーが舟窪

小屋で行なわれた｡私は心を込めて彼等のためにアザミ

の天丼を作ってやった｡会員と同行された食べものには

うるさ型のK先生から｢グット　アイデアー｣とはめて

いただき､善しさで一杯だった｡又後日漫画家のK夫妻

がサイン帖に漫画とともに天丼をたたえる詩を記すに及

び､というアザミの天井は舟窪名物と命名されることに

なった｡アザミは天ぷらにするとェどの味がする｡花は

清純で可憐である｡8月未アザミの花が咲いた､つぼみの

まま花開くことなくして天丼にされたあざみのために-

あざみよ　そのうず紫の奥探しさ　くさむらに

何気なく咲いていた時は美しいと思わなかった

けれど　今　コップにさし　そつと棚に飾った

ら他を圧するように上品で美しい　すんなりと

のびた茎　あざみよそのうす紫の奥床しき｡

二ケ月の小屋番生活､楽しいこともあった､心細いこ

ともあった又哀愁を感じた時もあった､ここにその一端

を記して筆をおきたい｡ (鬼窪小屋主大町山の全会員)

山
小
屋
に
住
ん
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唐　沢　岳

久保田　　絵
-　は　じめに

現在残された未登墾ルートの一つに唐沢岳の北面があ

る｡

我々山の会がこの唐沢岳北面の調査及び処女登饗を計

画したのは本年三月下旬の総会に於いてであった｡

東京方面の有力な山岳団体でもさかんにこれをねらっ

ていたらしいが､我々は地の利を得て暇さえあれは入山

し､こゝを完全に我々のポームグラウンドとしてしまっ

た｡

残雪も消え始めた六月初旬初めて入山以来十数日､延
べ人員八十余名を動員し､この繭尺岳に取組んできた

が､人跡未踏のこの山は依然多くの謎を持っている｡そ

の全貌を明らかにするには､あと一､二年を要すると思

現しるが､本年庇の偵察及びアタックも一応終止符を打

ったので今までの調査を整理してみた〇

二　唐沢岳の概要

唐沢岳(2632･4m)は､萬温泉の西方に蟹える山で

旧大町市内からば望見する事は出来ぬが､山岳博物館の

ぁる大町公園､南方では南大町以南､北方では借馬以北

で餓鬼霞の右にその頂上をあずかに望む事が出来るo

唐沢岳は､東面を滝の沢､北面､西面を高瀬川が流

れ､南面は餓鬼岳から続く尾根が走っているとはいえ､

栗沢及びその支流である-の沢が大きく喰い込んでいる

のでどちらかといえば独立峯である｡

唐沢岳は､東尾根､北尾根､西尾根､南尾根の四つの

大きな尾根と､高瀬川にそゝぐうタ沢､カラ沢､滝の沢

の支流の野口沢､栗沢の支流の-の沢の四つの大きな沢

をもつ｡

三　唐沢岳の尾根

①　束尾根　頂上から北東に延び､その末端である七

倉まで約4Kmのこの尾根は､我々が基地として多く用

いた聴温泉に最も近く､時間的に最も取付き易かったた

め､最も力をいれた尾根である｡しかし､その末端は傾

斜が急である事と､ブッシュがひどいために取付く事が

出来ぬ｡それにもまして高瀬川を渉る事が難かしい｡従

ってヨタ沢側か､野口沢側から中間に取付かねは稜線

に出られない｡我々は両面からおよそ1600mの地点に取

付いている○それから上はしばらく獣道が続き比較的に

容易に歩を進める事が出来るo

唐沢岳は東尾根に限らず全般的に動物の宝庫で姿こ

そ末だ見た事はないが､いたる所に熊､玲羊､猿､兎等

の脱糞がみられ立派な獣道が出来ているoこの辺りは､

シヤクナゲの原始林で. 6月頃登ると花の海といった感

じで見事なものであるoしゃくなげの花ごしに望む不動

岳､南沢岳､烏帽子岳､三ツ岳の残雪豊かな景趣も又素

晴らしい｡ 1900m位の地点に夜露位はしのげる岩小屋が

ある｡こゝから上は獣道も途切れ､ひどいブヅシ王に悩

まされる｡そして又再びプッシュが少なくなると今度は

150mの岩壁を持つ2060mのピークが待ち受ける｡この

辺から上部は7月12､ 13の両日､東尾根から頂上を初登

馨しだ会員の報告を読んでいたゞきたい｡

『 (前略) B沢の壁(B沢ブルより頭まで150m)をコシ

ティニユアスを潰え3ピッチ1時間30分で登り､以後ヤ

セ尾根と登降が多いため､そのまゝコソティニエアスで

登り､ 2200mの地点にて雨のためビヴアークをするe 13

日､ビザアーク地点のすぐ上の草つきの急斜面をスタツ

ヵットで2ピッチで登る｡これより先北尾根とのジャン

クションまでは-イヤツのひどいプッシュになやまされ

たが7時10分頂上に至った｡ (後略) 』

⑧　北尾根　唐沢岳から北々西､不動岳の方向に向っ

て延びている尾根で1900mの地点で左右に尾根が岐れ

ている｡頂上からみると丁度Yの字の形をしている｡こ

れも前記東尾根と同様で下部は取付く事が難かしい｡山

の神の上流と､ヨタ沢E沢側から非常に苦労して登って

みたら､尾根は天然の粗林で思ったよりも歩き易いoこ

ゝも又シヤクナゲの天然林である｡三ツ岳の遠望が良い

笥東尾根に良く似ている｡東尾根とのジャンクションの

手前のコルに泡がある｡わき水らしく獣道がついてい

る｡名づけて唐沢の田圃｡

⑤　西尾板　東尾根とはゞ同等の長さをもつ尾根で､

その末端は潟の対岸に延びている｡下部は未だ未偵察で

あるが前記二尾根と同様であると思われる｡しかし､カ

ラ沢の大ガレ(D沢)をつめて2200mのコルに取付くと､

そこから上部は最も容易な尾根である｡この尾根だけは
-の沢側から人の入った跡があり(営林署の関係の人で

あると思われる)ナタ目も克明につけてある｡この尾根

からは燕岳が眼前に大きく鐘え､その右手に槍ヶ岳が鋭

くそゝり立っている｡尾根も前記二尾根と違って広く良

い尾根である｡ 2600mのピークをこすと頂上は目の前で

あるo

④　高尾根　餓鬼岳と唐沢岳を結ぶ縦走路であるが､

縦走路とはいっても餓鬼岳からわざわざ唐沢岳まで足を

延ばす登山者は少なく､路らしい路はついておらず､距

離も比較的長いため､悪天候で視界がよくきかない時な

どは迷う危険がある｡我々は唐沢岳の北面に重点を置い

ているためにこの尾根は研究不充分である｡

⑤　幕岩尾根　前記四大尾根から派生している短かい

尾根の中で最も特色のあるのかこの幕岩尾根であるoこ

れは西尾根の頂上直下から北尾根に並行している短かい

尾根で.この尾根を幕岩尾根と命令したのは､下部即

ち､カラ沢B沢右岸に高さ2000-､長さ1000mにもおま

ぶ殆ど垂直の岩壁があるからだ｡唐沢岳の岩質は一般的

に花岡岩の風化したもろい､しかも逆層のものが多いが

ここの岩壁は固く､水でつるつるにみかかれた見事なも

のである｡上部についTは､再び会員の報告をみていた

ゞきたい｡

『 (前略) B沢を入り二俣より我々の行動にうつろ｡

まず出合からすぐ滝にぶつかり､三ピッチをコンテニユ

ァスを混えて-の滝の上部に出るとまたオーバー-ング

の滝があり､数ピヅチ右へトラ/i-スして右手の尾根に
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出る｡こゝがいわゆる幕岩の上部尾根である｡ (中略)

高根はよく繁ったコメツガ､モミである｡午後2時頃下

降のひどさを考えビヴアークを覚悟で登る｡ (中略) 4

時半C沢に派生する尾根とのジャンクションに出る｡

餓鬼の鋤づりを思わせるヤセ尾根に-イマツの連続で

ある｡ 6時行動を打切り-イマツの陰にビヴアークす

る｡ (中略) 8月17日､ 5時15分出発｡左右に北尾根､

西尾根を仰ぎつゝ相かわらずつシティニエアスで尾根通

し､あるいは尾根を捲きながら7時15分頂上に立つこと

が出来た｡ (後略) 』

四　唐沢岳の沢

①　野田沢　蔦温泉の西を流れる滝の沢の支流で.辛

の人口は滝の沢を翻ること1時間位の右岸にある｡出合

いには巨大な石がデンと層坐り､両岸からは木が覆いか

ぶきっているので気を付けて行かぬと見落す事がある｡

しかし､一旦中-入ると水量も多く､沢巾も狭くない｡

この沢は始めから､さして高いものはないが滝が多く､

高播きをするにしても滝登りをするにしても非常に時間

を唄う｡一時聞半径筋って我々に_i沢-入ったので､そ

こから上は末偵察である｡しかし､頂上から観察したと

ころでは､上蔀で二つに峡江､相当広くなって頂上直下

までのびているようである｡この択だけは10月中にもう
一度偵察してみる予定である｡

A沢は狭い､急な沢でいきなり30mの滝にぶつつかり

副巻きをするのに1時間を要した｡その上部は巨大な岩

石や､春先さの雪崩でひねり倒された直径1m以上もあ

る倒木のごろごろする間をよじ登る｡水は殆どない｡稜

線直下は草付きであるが､三本爪又は四本爪のアイゼン

でも着用して登りたいほどの悪場である｡

②　ヨタ沢　七倉を一寸出たところで高瀬川左岸にみ

える大きなデルタがその出合であるが､そこ

まで達するのに一寸厄介だ｡春から秋にかけ

ての間は高瀬川を渡渉する事が出来ないので

索道を利用しなければならない｡索道は電力

会社が送電塔の見廻りのために架設したもの

で､ 2本ないし3本の太い鉄線を岸から岸-

張ってあり､下の鉄線に足をのせ､上の一本

ないし二本の鉄線を手で持って搬へずって行

くものである｡上下動､前後動がはげしいた

め慣れぬうちはいやなものである｡特に足下

を激流が音をたてて流れている出水時におい

てはだ｡索道を渡り終ると送電塔伝いに路が

ついているので出合までよ難なく出る事が出

来る｡一旦沢へ入ってみるとその複雑な却こ

驚く｡二三回入っても全体をつかむ事が難か

しい｡不可解な沢である｡我々が命名しただ

けでもA､ B､ C､ D､ E沢とありAl沢な

どというまででてくる｡その他ににも小さな

沢が幾つもあり､又各沢が上部で幾つかに岐

れており､その一つ一つを見究めるには相当

数の日数と人員の動員を要する｡

唐沢岳に関する限り､地理調査所発行の五万分の-の

地図は誤りが多いが､特にヨタ沢に関してはあてになら

ない｡

この沢は他の沢に比し､非常に暗い陰欝な感じの沢

千.岩質は風化した花崗岩で浮石が多く危険な個所が多

い｡幸い大車に至らなかったが頭と足へ落石を受けて二

人の負傷者を出してしまった｡又滝の多い事も他の沢以

上で沢が狭く急なために鉄砲水や雪崩が発生したらとて

も逃げる事は出来ないだろう｡敏捷な動物として知られ

ている殆羊でさえ逃げきれずに雪崩の下敷となったもの

が､六月頃行くと見られるほどである｡

前記六つの沢のうちA､ Al､ Bの三つの沢は東塔根

へ　C沢は頂上直下へそしてD､ E沢は北尾根-通じ

ている｡

A Al沢は水量も少なく､落石､浮石に違憲すれば

あまり苦労する所はない｡ B沢は翻ること1時間半位の

地点にタル状の壁があり､これが最大の難関で第-回

目の偵察では時間と､三ツ道具の準備がなかったため突

破する幸が出来ずこ引退している｡その後は来演案であ

る｡ C沢はヨタ沢の主流と思われる｡水量も多く､沢も
一番立派である｡出合から30分位ばOmの滝が1本ある

のみで比較的楽に登れるが､標高1380mの地点で沢はこ

っに岐れる｡左が主流でこれは水量も多く､赫下状の滝

の連続で更に悪い事に日蔭であるためコケがむしてい

て非勘こ難かしい沢だ｡右もまた左腹に劣らぬ悪い沢で

北尾根乗越まで標高差約300mを登るのに､本会で巌も

優秀な会員二人で3時間近くかゝつている｡最初の80m

位は廊下状で滝の連続であり､読く60m位は傾斜70度位

で洋右が多いうえにコケがむしていて危険この上もなし

である｡それから又100mが階段状である｡滝は殆ど垂
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直に落ち､滝の上の平らな部分はシヤクナゲ､つメツガ

のひどいプッシュである｡そして最後の40mが革付きと

なりポッと一息入れて乗越に出る｡ D沢はやはり滝の連

続する狭い沢であるが､あまり難かしい沢ではない｡E沢

は前記の沢と異なり､砂崩で水はほとんどない｡しかし､

傾斜が急であるためずるずると滞って登りにくい沢だ｡

⑪　カラ沢　前記二つの沢に比し､投も広く傾斜もゆ

るやかで明るい感じの沢である｡特に雨上がりなどは青

葉が目に映えて清々しい感じさえする･七倉から軌道を

歩む事2時間､三の沢橋を渡らずに左手-入った所が出

合いである｡小さな滝を二つ高捲いて一時間近く登ると

右手に高さ50m位の立派な滝がある｡唐沢副こぼ滝は数

えきれぬ程沢山あるがこの滝程立派なものはない｡カラ

沢へは女性も相当大勢入ったがこの辺まで来ると顔が上

気して真赤になる所から金時滝と命名した｡熊でも出て

きそうな感じもし､けだし名命名であろう｡沢は右に折

れているが､正面の大きなガレを登ると滝の上に出る｡

そこから1時間でAyl更に15分も行くとB沢､そして又

5分も行くとC沢とD沢に岐れている｡

A沢は末偵察であるがD沢を登るとよく観察出来るo

水は全然なく､上部はカレで北尾根の中破に出る｡ B沢

は前記幕岩と北尾根から派生する尾根との問にあるルン

ゼ状の沢である○この沢-入るには30m程の丁度鷲の顔

に似た滝(翻B)を登らねはならぬo上部はやはりカレ

で真直ぐ北尾根-延びる左股と､北尾根と幕岩尾根の中

間を行く右舷とがある｡左腹は水は殆どないが右腹は水

量もあり滝も多い. C沢はカラ沢の主流でこれも上部で

幾つかに岐れている｡ (α､ l､ 7､ 6の四つ)岩質は

非常に囲いが水蓮が豊富な上に滝が多く､とても滑るの

で面白いがいやな沢である. lを下降したのみで他は末

偵察である｡残雪が一番遅くまであるのもこの沢であ

る｡ D沢は沢というよりもガレで.地図にもはっきり載

っている程大きなものである｡上部では二つに岐れてい

る｡左は前記幕岩に続く燕岩に行手をさえぎられてしま

う｡これは幕岩よりはやゝスケールが小さいが立派な岩

壁である｡岩燕が非常に多くいるところから命名したも

のである｡右は巾が50m位あり傾斜もゆるやかで開放的

な感じがするが､水が全然なく､巨石がゴロゴロしてい

るのみで暑い盛りには閉口する｡

④　-の沢未偵察

五　結　　び

以上で大まかではあるが整理し終った｡これで唐沢岳

の概要は大体つかめたが､今までの報告を見てもわかる

様に､末偵察､観察不充分の所がまだまだ多い｡又､動植

物或いは鉱物等自然科学の資料は皆無に近い｡これ等は

今後の調査研究に待つべきであるが､これ等を総合して､

唐沢岳の全貌を明らかにするには数年かゝるであろう｡

(文中名称は仮称である)　(大町山の会々員)
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この夏､姫川水源地でのオオヨシキリの調査に出かけ

た時オオヨシキリよりも小型のもつと小声で晦るコヨシ

キリが2-3つがい､いるのを発見して､その巣さかし

に懸命になったことがあった｡その鳥に秋も深まった

今､この川端のススキの中で出合うとは､まったく思い

もよらなかった｡昨年の5月の調査の時も確かに~羽オ

ォヨシキリよりも小さい姿の鳥がいたが何んであるか､

はっきりしなかった｡たぶんコヨシキリだろうというこ

ぉ願い　本紙の購読ご希望の方は1カ年詰読料17

0円(郵送料とも)を現金書盈または郵便蕃為､

郵便切手で長野県大町高､大町山岳博物館あてご

送金下さい○　　　　　　大町山岳博物館

とにしていだが本年の調査の時には､たまたま目馨す

ることができた｡それ:まオオヨシキリよりも少し乾燥

性の所に該み､付近の華よりも一段と高い草丈の頂を

見つけてはそれことまりしきりと噛っていた｡その声

はオオヨシキリよりも小声で復雑だった｡そしてとま

って晦っている下の葉は糞で白くなり､いつもそこで

鳴いていることを薄明していた｡人が近すくとすばや

く草叢の中に姿を消し､又現われる｡こんなことを

二､三度くりかえすと又一番はじめにとまっていた草

の頂に戻って来る｡半日近くも観察して､他に2-3

っがいることを確認した｡あれから5カ月､今雛とも

共の姿を見るとなつかしい､そしてこれからの旅が無

事であるようにと･･--.

馨毒高山理化学器械唐
松本市大名町　七　二

電話松本日詰§
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